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１ 新市立島田市民病院建設工事施工者選定審査委員会 

 新市立島田市民病院建設工事施工者選定審査委員会要綱（以下、「委員会要綱」とい

う。）に基づき新市立島田市民病院建設工事施工者選定審査委員会（以下、「審査委員会」

という。）を設置し、新病院建設工事に係る総合評価落札方式による審査を行った。 

 

（１）審査委員会 委員構成 

職名 氏名 役職等 

委員長 牛尾 伸吾 島田市副市長 

委員 松永 繁樹 静岡県経営管理部理事（営繕担当） 

委員 岡本 和彦 東洋大学理工学部建築学科准教授 

委員 青山 武 市立島田市民病院副院長 

委員 鈴木 将未 島田市市長戦略部長 

委員 今村 重則 市立島田市民病院事務部長 

 

（２）委員会要綱第６条第４項の規定により委員会が意見を聞くために出席を求めた者 

氏名 役職等 

石田 高久 静岡県経営管理部財務局設備課長 
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２ 選定経過 

 落札者決定までの経過は、以下のとおり。 

日程 内容 

平成２９年 

７月１２日（水） 
第１回審査委員会（入札公告の審議） 

９月２０日（水） 入札公告 

９月２１日（木） 

～９月２５日（月） 
入札参加資格に関する質疑受付（３８件） 

  ９月２９日（金） 入札参加資格に関する質疑回答（３８件） 

９月２１日（木） 

～１０月 ３日（火） 
入札参加資格確認申請書受付 

１０月１０日（火） 入札参加資格確認通知 

１０月１１日（水） 

～１０月１６日（月） 
入札参加資格以外に関する質疑受付（１，８５４件） 

１０月２３日（月） 入札参加資格以外に関する質疑回答（１，７８７件） 

１０月２３日（月） 

～１０月２７日（金） 

設計図書に関する質疑受付（追加・９９７件） 

（質疑受付合計２，８８９件） 

１１月 ６日（月） 
設計図書に関する質疑回答（追加・６８３件） 

（質疑回答合計２，５０８件） 

１０月１０日（火） 

～１１月 ８日（水） 
ＶＥ※提案書受付 

１１月１６日（木） 第２回審査委員会（ＶＥ提案審査） 

１１月２２日（水） ＶＥ提案採否通知 

１１月２２日（水） 

～１２月２１日（木） 
技術資料受付 

平成３０年  

１月２４日（水） 
第３回審査委員会（技術資料審査） 

 ２月 ４日（日） 
第４回審査委員会（入札参加者プレゼンテーション・ヒアリ

ング、技術資料審査） 

 ２月 ５日（月） 入札書受付 

 ２月 ６日（火） 開札（落札決定保留、低入札価格調査対象者の決定） 

 ２月１６日（金） 低入札価格調査 

 ２月２０日（火） 落札者決定（入札結果の公表） 

※ＶＥ：Value Engineering の略。「品質を確保しつつコストを縮減する」または 

「コストを上げずに品質を確保する」方法 
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３ 評価方法 

（１）工事発注基本方針 

本工事の発注にあたり、市が示した工事発注における基本方針は次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）落札方式 

本工事は、現病院で診療を続けながら同一敷地内に新たな病院を建設する工事で

あり、近接工事における安全と療養環境への配慮、病院としての品質・医療機能の

確保、軟弱地盤対策など、特有の課題を有している。また、事業規模も大きいため、

地元への経済効果が期待されている。 

このため、入札価格だけでなく、企業の施工能力や地元活用を含めた技術提案を

評価項目とし、総合的に落札者を決定する「総合評価落札方式」による一般競争入

札とした。 

新市立島田市民病院建設事業における工事発注基本方針（抜粋） 

平成 29 年 7 月 28 日病院Ｗｅｂサイト掲載 

１ 工事発注 

 新病院建設事業については、本体工事（本体建設、改修、解体、外構）のほか、新病院周辺

での関連整備工事（道路改良、水門改修、仮設駐車場整備、配水管更新など）が計画されてい

る。 

 このうち本体工事については、病院建設という特殊性を踏まえ、現病院を使用しながらの工

事において安全かつ着実に工期を厳守し、品質の確保とコストの縮減及び施工体制における

責任の明確化を図るため、本体・改修・解体・外構工事は、技術提案評価型総合評価落札方式

による一括発注とする。 

また、新病院入口道路改良工事などの関連整備事業については、本体工事スケジュールに合わ

せ適宜発注していくが、地元産業の保護育成の観点から、市内業者の活用を考慮した分離発注

とする。 

２ 入札参加資格 

公正かつ自由な競争性の確保の観点から、参加資格要件については、単独又は複数者による

特定工事共同企業体のいずれによることも可とする。（なお、広く地元企業の活用を促すため、

地元企業との特定工事共同企業体を構成した場合においても、それ自体は総合評価の対象と

しない。） 

３ 地元産業の保護育成 

新病院建設工事の事業規模に鑑み、地域経済の活性化と地元産業の保護育成に対し最大限

の効果を発揮するよう、施工者選定における評価項目に地元活用（地元調達率）を加えること

とする。 

 また、過度の価格競争に対する地元企業保護について、入札参加企業の提案を求め評価する

こととする。 

４ 現病院を使用しながらの工事における着実なスケジュールの厳守及び工事品質の確保 

 安全性を確保しつつ、平成 32 年度の新病院開院、平成 34 年度のグランドオープンという

スケジュールを厳守するため、企業及び配置技術者の病院を使用しながらの工事実績を重視

し、施工者選定における評価項目に加える。 

５ 積極的な情報発信及び選定報告会の開催 

 施工者選定における審査の公平性と透明性の確保を目的として、選定に係る経過は可能な

限り適宜 Web サイト等で公表することとする。まず、公告時には詳しい公告文書のほか、発

注の内容や選定スケジュール、評価基準などを市民にもわかりやすく概要としてまとめて公

表することとする。また、その後の関係者からの質疑応答の内容などについては、市及び病院

Web サイトに掲示する。さらに、審査過程及び選定結果については、とりまとめて報告書を

作成し、後日、市民を対象とした報告会を開催する。 
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（３）評価項目と配点 

入札参加要件を満たす場合に標準点 100 点を与え、さらに技術資料及びプレゼン
テーション・ヒアリングの内容に応じて最高 34 点の加算点を与え、その合計を技術
評価点とした（表１のとおり）。 
 

表１．技術評価点の評価項目と配点       （単位：点） 

評価項目 配点 備考（評価基準） 

⑴企業の施工能力 
施工の実績 1.5 

過去10年間に完成させた同種工事、病院使用

中の工事の実績を評価 

現場管理体制 1.5 効果的であり実現性が高い提案を評価 

⑵配置予定技術者

の能力 

監理技術者の資格 1.5 １級建築士、１級建築施工管理技士を評価 

監理技術者の施工経験 1.5 
過去10年間に完成させた同種工事、病院使用

中の工事に対し監理技術者、現場代理人とし

て従事した実績を評価 

⑶地元活用 

地元調達率 5.0 工事請負契約額に対する地元調達率を評価 

下請契約の適正化などの

遵守手法 
1.0 

労働者の福祉の向上と労働災害の防止、市内企

業の活用、下請契約の適正化について、着実に

遵守するための手法が、効果的であり実効性が

高い提案を評価 

⑷技術提案 

工事目的物の性能・品質の

向上に関する技術提案 
4.0 効果的であり実現性が高い提案を評価 

施工期間中の病院機能の維

持に関する技術提案 
4.0 効果的であり実現性が高い提案を評価 

周辺への影響に関する技術

提案 
4.0 効果的であり実現性が高い提案を評価 

仮設計画に関する技術提案 4.0 効果的であり実現性が高い提案を評価 

工程管理に関する技術提案 4.0 効果的であり実現性が高い提案を評価 

⑸プレゼンテーション・ヒアリング 2.0 

現場代理人及び監理技術者ともに本工事をよ

く理解し、説明の内容が的確であり、関係者と

のコミュニケーションを適切に行うことがで

きるかを評価 

標準点 100.0 入札参加要件を満たす場合に付与する。 

合計 134.0  

 

（４）評価値の算出方法 
総合評価は、技術評価点を当該入札参加者の入札価格で除し、係数（1,000,000）

を乗じた数値（以下「評価値」という。）により行った。 
 
評価値＝［｛(標準点)＋(加算点)｝÷(入札価格)］×係数（1,000,000） 

＝｛（技術評価点）÷（入札価格）｝×係数（1,000,000） 
 
※評価値の計算における入札価格は千円単位とし、千円未満の数値は小数点以
下で扱う。 

※評価値は、小数点以下４位止め（５位を四捨五入）とする。 
※同じ評価値がある場合は、評価値に差が生じるまで小数点以下の位止めを増
やす。 

 
（５）落札者の決定方法 

入札価格が予定価格の制限の範囲内にある入札参加者のうち、評価値の最も高い
者を落札者とした。  
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４ 審査経過 

新病院建設工事施工者選定にあたっては、新市立島田市民病院建設工事施工者選

定審査委員会要綱に基づき新市立島田市民病院建設工事施工者選定審査委員会（以

下、「審査委員会」という。）を設置し、平成２９年９月２０日付けで制限付き一般

競争入札（総合評価落札方式）の公告を行った。 

また、審査の公正性を確保するため、審査委員会では入札参加者名を伏せて審査

を行った。 

 

（１）第１回審査委員会（平成２９年７月１２日（水）入札公告の審議） 

・発注方式、選定日程、参加資格要件、ＶＥ提案審査基準、評価項目と配点、落札

者決定方法等、入札公告の内容について審議した。 

 

（２）参加資格審査（平成２９年１０月１０日（火）確認通知） 

・平成２９年１０月３日（火）に入札参加資格確認申請書の受付を締め切り、７社

から申請書の提出があった。 

・申請書の提出があった応募者に対して、入札公告「１－５ 入札に参加する者に

必要な資格に関する事項」に沿って要件を確認し、すべての応募者が参加資格を

満たしている事を確認した。 

・入札参加者は次のとおり。審査会では、参加者を任意のアルファベット呼称名で

表記し、参加者名を伏せて審査を行った。 

 入札参加者一覧 

呼称名※ 入札参加者名称 

Ｑ社 大成・鈴与特定建設工事共同企業体 

Ｒ社 ㈱大林組 

Ｕ社 清水建設㈱ 

Ｖ社 鹿島建設㈱ 

Ｗ社 戸田建設㈱ 

Ｘ社 三井住友・平井・静鉄特定建設工事共同企業体 

Ｙ社 ㈱竹中工務店 

（技術資料審査時の呼称名） 

 

（３）第２回審査委員会（平成２９年１１月１６日（木）ＶＥ提案審査） 

・「品質を確保しつつコストを縮減する」方法について、入札前に参加者からＶＥ

（value engineering）提案を受け付けた。 

・入札公告「１－７－２ ＶＥ提案の審査に関する事項」に沿って提案内容を審査

し、採否を決定した。（※提案書は参加者が持つ施工技術等であるため非公表。） 
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（４）第３回審査委員会（平成３０年１月２４日（水）技術資料審査） 

・入札公告「１－９－１ 入札の評価に関する基準」に沿って技術資料を審査した。 

 

（５）第４回審査委員会（平成３０年２月４日（日）プレゼンテーション・ヒアリング） 

・参加者によるプレゼンテーション及び審査委員会によるヒアリングを実施した。 

・技術評価点を選定委員の総意により決定した。 

 
５ 入札結果 

開 札 日  平成３０年２月６日（火） 

予定価格  17,650,000,000 円（税抜き） 

      19,062,000,000 円（税込み） 

落 札 者  ㈱竹中工務店 静岡営業所 

入札金額  14,900,000,000 円（税抜き） 

      16,092,000,000 円（税込み） 

請負比率  84.4％ 

技術評価点 131.5 点 

評価値   8.8255 点＝131.5 点÷14,900,000 千円×係数 1,000,000 

 

※技術評価点及び評価値は、新市立島田市民病院建設工事の入札公告における選定
基準に基づいた審査の結果であり、参加者の社会的な評価ではありません。 

※入札金額が調査基準価格（予定価格の 90％にあたる 15,885,000 千円）を下回った
ため、低入札価格調査を実施。調査の結果、適正な契約履行が見込まれると判断し、
㈱竹中工務店を落札者として決定した。 

 
落札者の技術評価点内訳 

評価項目（配点） 
㈱竹中工務店 

得点 

⑴企業の施工能

力 

施工実績（1.5） 1.5 

現場管理体制（1.5） 1.5 

⑵配置予定技術

者の能力 

監理技術者の資格（1.5） 1.5 

監理技術者の施工経験（1.5） 1.0 

⑶地元活用 
地元調達率（5.0） 

3.0 

（調達率 30.5%） 

下請契約の適正化などの遵守手法（1.0） 1.0 

⑷技術提案 

工事目的物の性能・品質の向上に関する技術提案（4.0） 4.0 

施工期間中の病院機能の維持に関する技術提案（4.0） 4.0 

周辺への影響に関する技術提案（4.0） 4.0 

仮設計画に関する技術提案（4.0） 4.0 

工程管理に関する技術提案（4.0） 4.0 

⑸プレゼンテーション・ヒアリング（2.0） 2.0 

⑹標準点（100）※入札参加要件を満たす場合に与える。 100.0 

合計（134.0） 131.5 
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６ 講評 

（１）全体講評 

今回の入札公告は、病院建設工事について高度な技術力と提案・調整能力、豊

富な知識・経験を有し、かつ、限られた予算内での執行や病院経営の観点も含め、

適正な建設費で高品質な病院を整備することができる資質を有した施工者の選

定を目的として実施した。 

現有敷地の限られた範囲及びローコストかつ高品質な病院建設を目的とする

難しい条件であったが、示唆に富んだ数多くの提案があった。 

各参加者は、豊富な病院建設の施工実績を持ち、かつ、現場管理体制の編成に

あたっても、監理技術者を中心とした優秀な人材を配置すると共に、社を上げて

のバックアップ体制や積極的な病院職員とのコミュニケーション、建設コスト抑

制への提案など、本事業の特徴を深く理解し、本事業に参加しようとする意気込

みを十分感じ取れる内容となっていた。 

技術的な課題に対する提案については、各社とも与えられた条件を的確に把握

し、課題に対して確かな裏付けをもとに、具体的な提案が示されており、総じて

水準の高い提案であった。 

また、本工事に対しては、市内業者から経済効果が期待されており、これを踏

まえ、国が示す総合評価落札方式のガイドラインにはない「地元活用」に関する

提案を評価項目に加えた。各社ともこの意図を理解し、市内業者をできる限り活

用して地元調達率を上げる努力や、下請契約の適正化などの遵守手法を提案の中

で示しており、市内業者の保護育成に努める姿勢がみられた。一方、地元調達率

については、工事請負契約額の 8％～50％と各社にばらつきも見られ、この差が

結果的に各社の技術評価点の差となった。 

 

（２）個別講評 

落札者：㈱竹中工務店 

落札者となった㈱竹中工務店は、本事業の厳しい財政的制約をはじめ、軟弱地

盤対策、現病院と同一敷地内工事における安全対策と療養環境への配慮、インフ

ラ切替時の安全性の確保など、本工事の課題を充分に理解し効果的で現実的な技

術提案を行った。 

具体的には、軟弱地盤での杭基礎工法における施工品質の確保手法や、盛土用

山留めの合理化、基礎躯体の合理化などの提案が各委員から高く評価された。 

また、作業員の駐車場や、環境影響調査の提案などから、周辺環境に配慮した

取り組み姿勢が感じられた。 

地元活用についても、工事請負契約額の 30.5％を市内業者に発注する提案がな

されているだけでなく、市内業者の保護育成の観点からは、下請契約の適正化の

ほか、休日の確保や、市内建設業者のＰＲの提案などがなされ、幅広い提案が評

価された。 

プレゼンテーション・ヒアリングでは、予定された現場代理人と管理技術者か
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ら、当院の課題を良く理解した上での提案説明と、質問に対する積極的な受け答

えがなされ、積極性、意見集約力、コミュニケーション能力、コスト縮減に対す

る姿勢などが高く評価された。 

 本工事の技術的課題に対する理解度、効果的で具体的な技術提案、堅実な地元

活用に関する提案、ヒアリングにおけるコミュニケーション能力など、総じて各

委員から高い評価を受けた結果となった。 

 

最後に、本入札に参加いただいた各社におかれましては、貴重な時間と労力を

費やしていただき、感謝いたします。 

 

 

平成 30 年 3 月  

新市立島田市民病院建設工事施工者選定審査委員会 

委員長（島田市副市長） 牛尾 伸吾 



新市立島田市民病院建設工事施工者選定審査委員会要綱 

（設置） 

第１条 新市立島田市民病院建設工事の施工者を地方自治法施行令第167条の10の２

の規定に基づく総合評価一般競争入札により厳正かつ公平に選定するため、新市

立島田市民病院建設工事施工者選定審査委員会（以下「委員会」という｡)を置く。 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

 (1) 施工者決定基準に関すること。 

(2) 施工者の決定に関すること。 

(3) 前２号に掲げるもののほか、総合評価一般競争入札による施工者の選定に関

し必要な事項 

（組織） 

第３条 委員会は、委員６人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、病院事業の管理者が委嘱し、又は任命する。 

(1) 学識経験者 

(2) 副市長 

(3) 市長戦略部長 

(4) 副院長 

(5) 事務部長 

（任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱又は任命の日から新市立島田市民病院建設工事の契約の

締結の日までとする 

（委員長） 

第５条 委員会に、委員長を置く。 

２ 委員長は、副市長をもって充てる。 

３ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

４ 委員長は、委員会の会議（以下「会議」という｡)の議長となる。 

５ 委員長に事故があるときは委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理し、

委員長が欠員のときはその職務を行う。 

（会議） 

第６条 会議は、委員長が招集する。 

２ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ、開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の

決するところによる。 

４ 委員会は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求めて説明若しく

は意見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

５ 委員長が特に緊急を要すると認めたものについては、持ち回り審議により議事を

決定することができる。 

６ 審査委員会の会議は非公開とする。 

 



（守秘義務） 

第７条 委員は、職務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。その職を退いた後

も、同様とする。 

 （庶務） 

第８条 委員会の庶務は、病院事務部病院建設推進課において処理する。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が

委員会に諮って定める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成29年７月12日から施行する。 

 （この要綱の失効） 

２ この要綱は、新市立島田市民病院建設工事の契約の締結の日に、その効力を失う。 

３ 委員又は委員であった者の職務上知り得た秘密については、第７条の規定は、前

項の規定にかかわらず、同項に規定する日後も、なおその効力を有する。 
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